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宮崎肺吸虫Ｐｔz''ｚｌｌｇＤ"川"ｓ川qWzzcJ賊の

実験小動物への感染実験

特に宿主寄生虫関係について

吉田哲夫

千葉大学医学部寄生虫学教室(主任横川宗雄教授）

(1969年12月２２日受領）

a，ｂ；多田ら，1965,1966；川島ら，１９６６ａ,ｂ；多田，

1967；橋口ら，１９６７；初鹿ら，1962,1968),ネコ(加茂ら，

1961；初鹿ら，１９６２；冨村ら，1962)，イヌ（冨村ら，

1962；加茂ら，1966)，ウサギ（加茂ら，１９６６；初鹿，

1967)，ドブネズミ（橋口ら，1968）等が知られている．

現在，上記各種肺吸虫はその発育史においてそれぞれ

中間宿主及び好適宿主が明らかにされているが，とくに

ラットなどの実験小動物に対するその感受性に著しい差

異があるとされている．このような各種肺吸虫の生物学

的差異は寄生虫の宿主特異性一宿主と寄生虫体との関連

一を明らかにするうえに極めて興味ある課題である．す

でにこの点に関してはウエステルマン肺吸虫および大平

肺吸虫については多くの先人の研究がなされているが，

宮崎肺吸虫については必ずしもじゅうぶん|こ明らかにさ

れているとはいえない．そこで著者は宮崎肺吸虫の各種

小動物への実験感染を試みて，宿主動物の差異による宮

崎肺吸虫の感染性，虫体の発育状態の相異，および宿主

の病変について比較研究を行なった．ここにその研究所

見の概要をのべ，あわせてこれら終宿主動物間における

上記観点からの宿主と寄生虫体との諸関係について寄生

虫学的考察を加えた．

緒言

我が国における肺吸虫の種類は現在，ウェステルマン

肺吸虫Ｐｈｌｒａｇｏ"i"z“zuesZe,w』α"／（Kebert，1878）

Braun，1899,大平肺吸虫ＲＪｒａｇｏ"i"zz`ｓｏﾊil･ａｉＭｉｙａ‐

zaki，1939,ノ)､形大平肺吸虫Ｈ１γαgolzz"ZzZMZo肋"elzc‐

,MChen,1840，宮崎肺吸虫Bz7-ago"il""ｓ〃"yα之α航

Ｋａｍｏ，Nishida，HatsushikaetTomimural961，佐渡

肺吸虫ハァα90,,J"ＪｚＺｓｓａａｏＥ,,sisMiyazaki,Kawashima，

HamajimaetOtsuru，1968の５種類が知られている．

このうち宮崎肺吸虫はＫａｍｏｅＺａＺ.（1961）により見出

されたものである．すなわち加茂らは山口県岩国市六呂

師で採集したサワガニハオαﾉﾉzo〃ＣＭαα"zにウエステル

マン肺吸虫のメタセルカリアとは形態の異なるメタセル

カリアの寄生を認め，これをネコおよびダイコクネズミ

に投与して実験的に得られた虫体の特徴より，これを新

しい独立種として，本邦第４番目の肺吸虫として，宮崎

肺吸虫〃γαgo"i"Z"ｓ，"Ｕ'α之α肺と命名した．

宮崎肺吸虫の第１中間宿主は初鹿ら(1966)によりアキ

ヨシホラアナジンニナＢｂＭｊＭＪａ（ＭＭα）〃iPPo"ｌｌａｚ

ａ恥,oWe"sis(KurodaetHabe,1957)が，加茂ら(1967）

によりホラアナミジンニナByzhi"e"ａ（Ｍ,γ/α）〃伽o‐

"icaMori，１９３７がそれぞれ明らかにされた．第２中間

宿主は前記サワガニである．宮崎肺吸虫の自然感染終

宿主としてはこれまでにイタチ（宮崎，１９５４；西田ら，

1960；ＫａｍｏｅｔａＬ，１９６１；富付ら，１９６１；宮崎･中瀬，

1962；片峰ら，１９６２；西田ら，1964)，テン（西田ら，

1960；ＫａｍｏｅＺａＬ，1961)，イヌ（寺内ら，1961)，お

よびイノシシ（加茂ら，１９６５；浜島ら，1968）等が知ら

れている．また実験感染が成立した終宿主としてはラッ

ト（加茂ら，1961,1966；冨村ら，１９６２；横川ら，１９６４

実験材料および実験方法

実験動物：本実験に用いた動物は雌雄のラット2171正，

ハムスター33匹，モルモット５匹，マウス40匹である．

なおラットはWistar系150ｇ前後，マウスはｄｄＹ－Ｆ

系３０ｇ前後のものを使用した．

宮崎肺吸虫メタセルカリア：本実験に用いた宮崎肺吸

虫メタセルカリアはその模式産地の山口県岩国市六呂師

にて1966年から1969年の間に採集されたサワガニから分

離したものである．

(７６）
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サワガニよりメタセルカリアの分離方法：まずサワガ

ニの甲殻をはがし，まだ律動的に動いているカニの心臓

とその周辺組織，および肝臓をガラス板上にとりだし，

双眼実体顕微鏡下に解剖針を用いてメタセルカリアを傷

つけないように分離し，これを高張食塩水肺吸虫メタセ

ルカリア保存液(組成：ＮａＣｌＬ２ｇ，ＫＣ10.049,CaCl2

0.049を蒸溜水100ｍｌにとかしたもの）中に実験動物

に投与するまで保存した．感染にあたっては，双眼実体

顕微鏡下で，これらメタセルカリアの完全なもののみを

えりわけ，実験計画に従って一定数ずつ投与した．

メタセルカリア投与方法：メタセルカリアを少数投与

する場合は，毛細ピペットにメタセルカリアを少量の肺

吸虫メタセルカリア保存液と共に吸いこみ，実験動物の

口腔内奥深くピペットの先端をさしこみ，メタセルカリ

アを保存液と共に注ぎこみ，確実に嚥下させた．メタセ

ルカリアを多数投与する場合はエーテルで実験動物を麻

酔し，ツ反応用注射筒の先端に細ビニール管をつけ，こ

れにメタセルカリアを保存液と共に吸いこみ，細ビニー

ル管先端を口腔から胄内にさしこみ，メタセルカリア保

存液と共に直接胄内に注入した．注入後ビニール管は洗

浄し，完全にメタセルカリアが注入されたことを確認し

た．

剖検と観察：メタセルカリア投与後大部分のラットで

は60日から１０４日の問，モルモットでは46日から１２３日

の問，ハムスターでは24日から84日の問，大部分のマウ

スでは57日から１２８日の問に剖検した．剖検に際しては

実験動物をエーテルで麻酔し，頚部の血管を切断し放血

した．ついで開胸し縦隔洞上部の気管，血管をコツヘル

ではさんで，周囲の附着組織，肋膜の癒着等を切りはな

し，肺臓，心臓をとりだした．大シャーレ中にみたした

温食塩水中でこれらの臓器を洗い，肺臓の病変，肺臓の

虫雲数とその検出部位，また虫襄を切開して虫雲内虫体

数等を記録した．また虫襄内の壊死物質は顕微鏡で虫卵

の有無を検査した．ついで胸腔を温水中で洗い，胸腔内

遊離の虫体を回収した．なお肺臓以外の寄生の有無を検

査するため，腹壁を正中線で切開し，肝臓その他の病

変，虫嚢の有無を調べたのち，腹腔内も温水中で洗浄

し，腹腔内遊離の虫体を回収した．このようにして回収

した虫体を２枚のスライドグラスの間にはさんで圧平

し，カルノア液で固定し，カルミン染色をほどこし，バ

ルサムに封入して圧平染色虫体標本を作製した．これら

の圧平染色標本について，虫体の体長，体巾を測定した

後，卵巣の分岐状況，子宮内虫卵の有無を調べた．また

異所寄生の認められた臓器組織の一部は後日病理組織学

的所見の観察に資した．なおラット，マウスについては

宮崎肺吸虫の宿主内生存期間を観察するために，少数例

ではあるが，メタセルカリア投与後，ラットでは373日，

および438日，マウスでは２２８日経過したものについて

虫体の生存の有無，虫体所見をも観察した．

実験成績

１．ラットへの感染実験

感染成績：実験に用いたラットの総数は２１７匹で，こ

れらのラットを11群にわけ，それぞれＳ群にメタセルカ

リアを１コ，２コ，３コ，５コ，１０コ，１５コ，２０コ，

30コ，４０コ，５０コ，６０コずつ投与した．その成績をまと

めたのがＴａｂｌｅｌである．この表でも明らかなように，

メタセルカリアを１コずつ投与した群では肺臓に虫嚢の

形成が認められたラットは１匹もなかったこと，メタセ

ルカリアを20コ以上ずつ投与した群ではすべてのラット

に感染を認めたこと，および50コ以上の多数のメタセル

カリアを投与した場合，異所寄生，即ち，肺臓以外の臓

器にも虫嚢が形成される頻度がかなり高くなることなど

が注目すべき点であった．そこで以下に簡単に各群につ

いて説明する．

メタセルカリア１コ投与群：総計65匹のラットに各々

宮崎肺吸虫のメタセルカリア１コずつ投与後７０日から

104日の問に剖検した．その結果はいずれのラットにも

肺臓に虫襄を形成している例は見当らず，２０匹のラッ

トに胸睦内遊離の虫体，７匹のラットに肺臓内に虫体の

一部が穿入している虫体を見出した．また２匹のラット

には虫体を検出することはできなかったが，肺臓，横隔

膜，縦隔洞等の肋膜面に虫卵の集塊の附着を認め，かつ

肋膜の把厚及び癒着，肺臓表面に大小の出血斑等が認め

られた．従ってこれら２匹のラットには虫体が感染し，

成熟後死亡したものと考えられる．

メタセルカリア２コ投与群：ラット８匹に２コずつの

メタセルカリアを投与後66日から81日の問に剖検した．

感染の成立したラットは４匹（50.0％）であった．この

うち肺臓に虫嚢を形成していたラット１匹で，その虫襄

は左肺に１コ認められた．メタセルカリア投与ラット１

匹当りの肺臓における平均虫嚢数は０．１コであった．検

出された虫体数は前述の虫嚢内に２虫，３匹のラットか

ら胸腔内遊離の虫体がそれぞれ２虫，１虫，１虫ずつ計

４虫が見出された．従って検出虫体総数は６虫で，検出

虫体総数の投与メタセルカリア総数に対する比，すなわ

ち虫体回収率は37.5％であった．またラット１匹当りの

平均寄生虫体数は０．８虫であった．

（７７）
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TablelResultsoftheexperimentalinfectiontoratswithvariousnumberfrom
lto60metacercariaeofPtJγαgo"i"!〃ｓγ"zｺﾉα之α賊

●

Ｎｏ．ofwormsrecoveredfrom

普謡No.fwoml------------
wwm‘y誠ｓｍＷｓ写:ｆＷｉＩ霊h証聾liver， Total

cystsdiaphragm，lungcav1tycav1tycysts・monal（96）
ｉｎ

ｍｅｄｉａｓｔｎｕｍ
ｌｕｎｇ

ＯＯＯＯ２７００２７(41.5）

０．１０２４００６(37.5）

０．３０９１１００２０(27.8）

０．７０２９７１０３７(32.2）

１．３１４７１０２２６１(26.5）

２０１７３７４２８６(26.1）

わ7３２．５１５７２８７(29.0）

３．１２６０９７３７９(23.9）

３．６２３９７６４５６(28.0）

４．１５(1)＊５６１１１５８９０(25.7）

４．２７(1)＊５７１６１４１４１０１(28.1）

Total

Ｎｏ．ｏｆ
ｎｌｅｔａ

ｃｅｒｃａ－

ｒｌａｅ

ｇｌｖｅｎ

Ｎｏ．ｏｆＮｏ．ｏｆ
ｉｎ

ｒａｔｓ

Ｎｏ．ｏｆＮＱｏｆ
ｎｌｅｔａ

ｒａｔｓ
ｃｅｒｃａ－

ｅｘａ－
ｒｌａｅ

ｎlined
glven

l６５

２８

３２４

５２３

１０２３

１５２２

２０１５

３０１１

４０５

５０７

６０６

ｗｏｒｍｃｙｓｔｓ

ｌｕｎｇ

infectedRightLeftTOtal
（％）ｌｕｎｇｌｕｎｇ

29(４４６）

４（50.0）

15（62.5）

16(69.6）

21（91.3）

21（95.5）

15(100.0）

11(100.0）

５(100.0）

７(100.0）

６(100.0）

０
０
４
２
５
６
０
３
１
０
５

１
１
２
２
２
１
２
１

０
１
３
４
４
８
８
１
７
９
０

１
１
１
１

１

０

１

７(2)＊

16(1)＊

29(2)＊

44(5)＊

38(3)＊

34(1)＊

18(1)＊

29(3)＊

25(2)＊

５
６
２
５
０
０
０
０
０
０
０

６
１
７
１
３
３
０
３
０
５
６

１
２
３
３
３
２
３
３

"ｌｚｙａｚａＡｉ/、Ratswereautopsiedduringtheperiｏｄ
●

＊Ｎｏ．ｏｆｃｙｓｔｓｈａｖｉｎｇｎｏｗｏｒｍｂｕｔｅｇｇｓｏｆＰ，

ｆｒｏｍ６０ｔｏｌＯ４ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｎｆｅｃｔｉｏｎ、

メタセルカリア３コ投与群：２４匹のラットに各々３コ

ずつのメタセルカリアを投与与後66日から81日の間に剖

検した．その結果15匹（62.5％）のラットに感染を認め

た．このうち肺臓に虫雲を形成していたラットは６匹

で，右下肺葉に４コ，左肺に３コの計７コの虫嚢が検出

された．従ってメタセルカリア投与ラット１匹当りの肺

臓の平均虫嚢数は０．３コであった．検出虫体数とそれら

の検出部位は肺臓の虫襄内に９虫，胸腔内に11虫の計２０

虫であり，虫体回収率は27.8％で，平均寄生虫体数はメ

タセルカリア投与ラット１匹当り０．８虫であった．なお

虫嚢内容が虫卵を含んだ壊死物質のみの虫襄が２コあっ

た．

メタセルカリア５コ投与群：２３匹のラットにメタセル

カリアを５コずつ投与後66日から81日の問に剖検した．

その結果16匹（69.6％）のラットに感染が認められた．

肺臓に虫襄を形成していたラットは14匹であり，検出虫

雲数は右中肺葉に２コ，右下肺葉に10コ，左肺に４コ，

合計16コで，肺臓の平均虫雲数はメタセルカリア投与ラ

ット１匹当り０．７コであった．検出虫体数は肺臓の虫嚢

内に29虫，胸腔内に７虫，腹腔内に１虫，総計37虫であ

り，虫体回収率は32.2％，平均寄生虫体数はメタセルカ

リア投与ラット１匹当り１．６虫であった．

なお８匹のラットにメタセルカリア５コずつ投与後

373日目に３匹，４３８日目に５匹を剖検したところ，３７３

日目剖検の３匹はいずれも感染が認められ，これから検

出された肺臓の虫雲数総数は４コであったが，虫襄内に

は虫体は見当らず，胸腔内に遊離の虫体が見出されたの

みであり，438日目剖検例ではラット５匹中４匹に感染

が認められ，検出された肺臓の虫襄数総数は５コであっ

たが，虫体は肺臓の虫雲内にも胸腔内にも見出されなか

った．しかし感染を認めた例では肋膜が肺臓，胸壁，横

隔膜，縦隔洞等に強度に癒着し，肺臓の表面には虫卵を

含んだ茶褐色の附著物が散在し，肺臓の虫嚢はかなり

硬く，虫雲内容は虫卵を含んだ黒褐色の壊死物質であっ

た．

メタセルカリア10コ投与群：２３匹のラットに10コずつ

のメタセルカリアを投与後６７日から９４日の間に剖検し

た．感染を認めたラットは21匹（91.3％）であった．こ

のうち肺臓に虫嚢を認めたラットは19匹で，肺臓の検出

虫嚢数は右中肺葉に４コ，右下肺葉に１１コ，左肺に１４

コ，合計29コであり，肺臓の平均虫雲数はメタセルカリ

ア投与ラット１匹当り１．３コであった．この他肝臓に虫

襄が１コ見出された．検出虫体数は肺臓の虫襄内に４７

虫，胸腔内に10虫，腹腔内に２虫，肝臓の虫襄内に２虫

の総数６１虫であり，虫体回収率は２６．５％，平均寄生虫

体数はメタセルカリア投与ラット１匹当り２．７虫であっ

た．

メタセルカリア15コ投与群：２２匹のラットに15コずつ

のメタセルカリアを投与後７２日から９２日の間に剖検し

た．感染の成立したラットは21匹（95.5％）であった．

肺臓に虫襄が認められたラットは21匹で，検出虫襄;数は

右上肺葉に４コ，右中肺葉に10コ，右下肺葉に12コ，左

(７８）
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肺に18コ，合計44コであり，肺臓の平均虫嚢数はメタセ

ルカリア投与ラット１匹当り２．０コであった．その他肝

臓に虫雲が１コ見出された．検出虫体数は肺臓の虫嚢内

に73虫，胸腔内に７虫，腹腔内に４虫，肝臓の虫嚢内に

２虫，総数86虫であり，虫体回収率は26.1％，平均寄生

虫体数はメタセルカリア投与ラット１匹当り３．９虫であ

った．なお虫雲内容が虫卵を含んだ壊死物質のみの虫嚢

が５コあった．

メタセルカリア20コ投与群：１５匹のラットに20コずつ

のメタセルカリアを投与後６５日から９４日の間に剖検し

た．全例に感染が成立し，感染率ははじめて100.096と

なった．１５例全例に肺臓に虫雲の形成が認められたが，

その内訳は右上肺葉に５コ，右中肺葉に５コ，右下肺葉

に10コ，左肺に18コ，合計38コであり，肺臓の平均虫襄

数はラット１匹当り２．５コであった．なお縦隔洞に虫襄

が１コ見出された．検出虫体数は肺臓の虫雲内に73虫，

胸腔内に５虫，腹腔内に７虫，縦隔洞の虫襄内に２虫，

総計87虫であり，虫体回収率は29.0％，平均寄生虫体数

はラット１匹当り５．８虫であった．なお虫襄内容が虫卵

を含んだ壊死物質のみの虫襄が肺臓に３コあった．

メタセルカリア30コ以上投与群：前述した如くメタセ

ルカリアを２０コずつ投与した場合に感染率ははじめて

100.0％となったが，本実験ではさらに30コ，４０コ，５０

コ，６０コずつのメタセルカリアをそれぞれ11匹，５匹，

７匹,６匹のラットに投与した．その結果はＴａｂｌｅｌに

示した如く例数は必ずしも多くはないが，すべて１０００

％の感染を認めた．メタセルカリア30コ，４０コ，５０コ，

60コずつ投与の各群の肺臓の平均虫襄数及び虫体回収率

は３０コ投与群では３．１コ，２３．９％；４０コ投与群では

3.6コ，２８．０％；５０コ投与群では４．１コ，２５．７％；６０

コ投与群では４．２コ，28.1％であった．又肺臓以外に虫

襄の形成が認められたのは，３０コ投与群では11例中１例

に肝臓に虫雲２コ，４０コ投与群では５例中１例に肝臓に

虫嚢２コ，５０コ投与群では７例中３例に肝臓に虫襄５

コ，６０コ投与群では６例中４例に肝臓に虫嚢５コ，横隔

膜に虫襄２コが見出された．以上の如くメタセルカリア

30コ以上投与の場合には肺臓以外の部位における虫嚢形

成すなわち異所寄生例が増加する傾向が見られた．

虫体の発育状況：回収された虫体の圧平標本における

体長×体巾の計測値を投与メタセルカリア数別に示した

のがＴａｂｌｅ２である．なおここに計測した虫体は検鏡

の結果すべて子宮内に虫卵が充満しており，完全に性的

に成熟をとげていると認められたもののみである．その

結果は投与メタセルカリア数２コから10コまでの各群の

Table2Comparisonofthemeasurementsofwormsrecoveredfromthevariousorgans

ofanimalsinfectedwithmetacercariaeofP(【ﾉｰαｇｏ"ﾉﾉ"zｨｓ７",､ﾉα之αﾊﾉＺ

Sizeofwormsrecovered

bodylengthＸｂｏｄｙｗｉｄｔｈ
（ｍ、）

AnimalsNQofmetacercariaeLocaliｔｙｏｆｗｏｒｍｓＡｇｅｏｆｗｏｒｍｓ
ｇ１ｖｅｎｔｏｅａｃhanimalrecoveredexamined(days）

Ｅｇｇｓｉｎ
ｕｔｅｒｕｓ

Ｊ
１
１
Ｊ
ｊ
ｊ
１
１

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

く
く
く
ｌ
く
く
く
く

pleuralcavity

２wormsinacyst

pleuralcavity

２ｗｏｒｍｓｉｎａｃｙｓｔ

３～５ｗｏｒｍｓｉｎａｃｙｓｔ

ｐｌｅｕｒａｌｃａｖｉｔｙ

ｗｏｒｍｓcystinliver

pleuralcavity

６．３×２．８

７．１×２．９

６．３×２．６

６．２×２．５

５．４×２．３

５．８×２．５

７．６×３．１

７．０×３．１

Ｒaｔ

０
０
０
０
０
０

０

１
１
６
６
６
６

２

一
一
一
一
一
一

一
１
２
２
０
０
０
０
５
３

３
３
３
３

４
４
４
４
４
４
４

０
９
９
９
９
９
９

１一
一
一
一
一
一
｛
犯

０
６
６
０
０
０
５
３

７
６
６
６
６
６
６

(－）pleuralorabdominal２７～３２
ｃａｖ１ｔｙ

ｌｉｖｅｒ ２４

pleuralor ２４

abdominalcavity

Hamster ３．０×１．２

(－）

(－）

3～２０

３～２０

２．０×０．９

２．６×１．１

(－）ｐｌｅｕｒａｌｏｒａｂｄｏｍｉｎａｌ７５
ｃａｖｙｔｌ

３．８×１．９Ｇｕｉｎｅａｐｉｇ ｌ５～５０

１
Ｊ
ｊ

｜
｜
｜

く
く
く

pleuralorabdominal５７～l28

cavity

pleuralcavity ２２８

５～１５

５～１５

０．６１×０．３９

(1.81×１．０４*）

０．９５×０．５１

Ｍｏｓｕｅ

＊Averageof3wormswhichweremarkedｌｙｌａｒｇｅａｍｏｎｇｔｈｅｗｏｒｍｓ

（７９）
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回収されたのはメタセルカリア投与後24日から35日の問

に死亡した１９匹のハムスターからで総数５１虫が見出さ

れた．それらの検出部位は胸腔内，腹腔内および肝臓か

らで，肺臓に侵入している虫体は１虫も見出されなかっ

た．なおハムスターにおける感染率は57.6％であり，虫

体回収率は15.3％であった．また感染経過中に死亡した

ハムスターに共通に見られた剖検所見は次の如くであっ

た．すなわち胸腔内には胸水がたまり，血液が混じて血

胸を呈し，肋膜の癒着が甚しく，肺臓には茶褐色に変じ

た出血斑点が見られ，急`性の肺炎，肋膜炎症状を呈して

いた．これらが恐らく死因と考えられた．また肝臓には

白色の腰痕が多数見られた（Table９)．

虫体の発育状況：回収された虫体の圧平標本における

体長×体巾の計測値は次の如くである．肝臓にくいこん

でいた24日虫体の平均は２．０×０９ｍｍ・胸腔内，腹腔内

遊離の24日虫体の平均は２．６×1.1ｍｍ・胸腔内，腹腔内

遊離の27～32日虫体の平均３．０×１２ｍｍ・でいずれも

雌雄生殖器の発育は不完全で，虫卵の形成は全く認めら

れなかった（Table２)．

３．モルモットへの感染実験

モルモットは肺吸虫の終宿主としては適当ではないと

されているので，本実験では少数例の実験を行なったの

みである．３匹のモルモットに宮崎肺吸虫メタセルカリ

アを15コずつ，２匹に50コずつを投与後46日から１２３日

の問に剖検した．その結果はメタセルカリア15コ投与群

のモルモット３匹中２匹より計４虫の胸腔内遊離の虫体

を回収したが，他の１匹は全く病変が認められなかっ

た．５０コ投与群のモルモット２匹からは胸腔内遊離の虫

体７虫，腹腔内遊離の虫体２虫が見出された．これら虫

体の検出されたモルモットはいずれも肋膜の癒着が著し

く，胸腔内には胸水の貯溜等肋膜炎の症状が認められ

た．総じてモルモットの感染率は80.0％であり，虫体回

ラットの肺臓の虫襄内に２虫ずつ同棲していた虫体では

その大きさは平均７．１×２．９ｍｍであり，胸I室内に遊離

していた虫体では６．３×２．６ｍｍであった．また投与メ

タセルカリア数３０コから６０コまでの各群のラットの肺

臓の虫襄内に２虫ずつ同棲していた虫体ではその大き

さは平均６．２×２．５ｍｍ、１虫雲内に３虫以上同棲してい

た虫体では平均５．４×２．３ｍｍ、胸腔内に遊離していた虫

体では平均５．８×２．５ｍｍ・肝臓の虫嚢内に寄生してい

た虫体では平均７．６×３．１ｍｍであった．また，メタセ

ルカリア１コ投与のラットの胸腔内遊離の虫体は平均

６．３×２．８ｍｍ、メタセルカリア５コ投与の胸腔内遊離

373日虫体は７．０×３．１ｍｍであった．以上の結果から，

メタセルカリア投与数が30コ以上という多数の場合は，

投与数10コ以下の場合に比較して，肺臓の虫嚢内虫体，

胸腔内遊離の虫体とも精々小さいようであった．なお，

多数寄生の場合でも肝臓の虫嚢内寄生の虫体は，肺臓の

虫襄内寄生のそれよりも大きかったことは興味ある点で

ある．

２．ハムスターへの感染実験

感染状況：ハムスター３匹の宮崎肺吸虫メタセルカリ

ア３コずつ，１２匹に５コずつ，５匹に10コずつ，９匹に

15コずつ，４匹に20コずつそれぞれ投与した．その結果

メタセルカリア５コ投与群中の２匹，１０コ投与群中の４

匹，１５コおよび20コ投与群のすべてのハムスターがメタ

セルカリア投与群24日から35日の間に死亡した（Table

3)．剖検により死亡亡したハムスターの合計19匹のすべ

てから生存幼若虫体が見出された．またメタセルカリア

３コ投与の３匹，５コ投与与の10匹，１０コ投与の１匹，

計14匹のハムスターはメタセルカリア投与後63日から８４

日の問に剖検したが，虫体は１虫も見出されなかった．

またこれら14匹のハムスターには肺臓，胸腔，肝臓その

他の臓器にも病変が全く認められなかった．結局虫体が

Table3ResultsofexperimentalinfectioninhamsterswithmetacercarｉａｅｏｆＰｔｚ７－ａｇｏ"Z〃zzｲｓ７"ｚｙａｚａﾊﾉｉ
● ●

Ｎｏ．of

hamsters

thatdied

duringthe
observation

Ｎｏ．of

hamsters

infected

（96）

0（０．０）

2（16.7）

4（80.0）

9(100.0）

4(100.0）

Ｎｏ．ｏｆ

ｍｅｔａｃｅｒｃａｒｌａｅ

ｇｉｖｅｎｔｏｅａｃｈ
ｈａｍｓters

Ｎｏ．ｏｆｗｏｒｍｓ＊recovered Develop-
ment

ofworms

recovered

Ｎｏ．of

hamsters

examined

ＴｏｔａｌＮｑｏｆ

ｌｎｅｔａｃｅｒｃａｒｌａｅ

ｇｌｖｅｎ

abdo‐

minal

cavity

pleural
cavity

livertotal(％）

Ｏ（0.0）

２（3.3）

７(14.0）

27(20.0）

15(18.8）

０
２
４
９
４

０
２
５
９
０
１
１

０
０
２
５
３

０
０
０
３
２

３
５
０
５
０

１
１
２

３
２
５
９
４

１

９
０
０
５
０

６
５
３
８

１

ｌｍｍａｔｕｒｅ
●

ｌ１ｎｌｎａｔｕｒｅ
●

1ｎｌｍａｔｕｒｅ
●

ｌｒｎｎｌａｔｕｒｅ

●

lｍｍａｔｕｒｅ

＊Ａｌｌwormsrecoveredfromhamstersthatｄｉｅｄｂｙｔｈｅ３５ｔｈｄａｙａｆｔｅｒｉｎｆｅｃｔｉｏｎ，

Ｎｏｗｏｒｍｗａｓｆｏｕｎｄｉｎｈａｍｓｔｅｒｓａｕｔｏｐｓｉｅｄｆｒｏｍ６３ｄａｙｓｔｏ８４ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｎｆｅction．

（８０）
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Ｔａｂｌｅ４Ｒｅｓｕｌｔｓｏｆａｕｔｏｐｓｙｏｆｍｉｃｅｅｘperimentallyinfectedwith

metacercariaeofPtz7ago"iﾉﾉz〃ｓノ"/,ｙａｚａﾊ/／
●

Ｎｏ．ofworms

recoveredin

pleuralor
abdoｍｉｎａｌ

ｃａｖｉｔｙ

Ｎｏ．ｏｆ

ｍｅｔａｃｅｒｃａｒｌａｅ

ｇｉｖｅｎｔｏ
ｅａｃｈｍｏｕｓｅ

Ｎｏ．of

nllce

exaInined

TotalＮｏ．of

metacercariae

glven

Ｄａｙｓｆｒｏｍ
ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ

ｔｏａｕｔｏｐｓｙ

Ｎｏ．of

mice

infected

Development
ofworms

recovered

(）／
／０ ％

９
８
５

１ ５
０
５

９
８
７

５７～１２８

〃

〃

５
０
５
１
１

４
６
４

２１．１

７５．０

８０．０

４．２

１０．０

９．３

４
８
７

ｌ１ｎｌｎａｔｕｒｅ

〃

〃

Table5Longtermobservationofratsandmiceafterinfectionwith

metacercariaeofPt〃αｇｏ"/"ｌ〃ｓノ〃ﾉ.yα之αﾑﾉ,ｒ
ひ

Ｎｏ．of

Animalsmetacercarlae
givento

ｅａｃｈａｎｉｍａｌ

Development
ofworms

recovered

Ｎｏ．ｏｆ

ａｎｉｍａｌｓ

ｅｘａｍｉｎｅｄ

Ｄａｙｓｆｒｏｍ
ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ

ｔｏａｕｔｏｐｓｙ

Ｎｏ．of

animals

infected

Ｎｏ．ｏｆ

ｗｏｒｍｃｙｓｔｓ

ｉｎｌｕｎｇ

Ｎｏ．ofworms

recoveredm

pleuralcavity

３
５
８

ｎ
ｏ
（
ろ
〔
ひ

【
ｌ
（
。
ワ
】

ｎ
ｏ
４
４
Ｄ
】

＊
＊

４
４
Ｆ
、
１
▲

ワ
］
へ
Ｕ
可
上

Ｒａｔ

Ｒａｔ

Ｍｏｕｓｅ

５
５
５

３
４
１

rｎａｔｕｒｅ

lｌｎｎｌａｔｕｒｅ

＊Ｎｏｗｏｒｍｗａｓｆｏｕｎｄｂｕｔｅｇｇｓｐｒｅｓｅｎｔｅｄ・

収率は９．０％であった．また回収された虫体の圧平標本

における体長×体巾の計測値は75日胸腔内，腹腔内遊離

虫体で平均３．８×１．９ｍｍであった．なおこれらの虫体

はいずれも未成熟で子宮内に虫卵の形成は全く認められ

なかった（Tables、２，９)．

４．マウスへの感染実験

マウス19匹に宮崎肺吸虫のメタセルカリア５コずつ，

８匹に10コずつ，５匹に15コずつを投与後５７日から１２８

日の間に剖検した．メタセルカリア５コ投与群のマウス

19匹中４匹よりそれぞれ１虫ずつ幼若虫体が胸腔内又は

腹腔内より見出された．１０コ投与群のマウスでは８匹中

６匹から計８虫の幼若虫体が検出された．１５コ投与群の

マウスでは５匹中４匹から計７虫の幼若虫が検出された

が，これらの虫体はいずれも胸腔内，腹腔内に遊離して

いたもので，肺臓内からは１虫も見出されなかった．総

じてマウスの感染率は43.8％であり，虫体回収率は７．６

％であった．

またマウスにおいてメタセルカリア投与後長期間経過

後の虫体の発育状況を調べるために８匹のマウスにメタ

セルカリア５コずつを投与後228日目に剖検し，肺臓の

病変，虫嚢数，回収虫体数を調べた．その結果８匹中１

匹のマウスより胸腔内遊離の幼若虫体を１虫見出したの

みで，虫襄形成は見られず，肺臓の表面に小出血斑があ

るのみで，肋膜の把厚，癒着等は全く認められなかっ

た．検出虫体の圧平標本における体長×体巾の計測値は

次の如くである．マウスから回収された虫体のうち，明

らかに大きいと認められる３虫(平均1.81×1.04ｍｍ)を

のぞくと，その大きさの平均は0.61×0.39ｍｍで，２２８

日胸腔内遊離虫体でも０９５×0.51ｍｍにすぎなかった．

以上の成績をまとめたのがTables２，４，５，９である．

考察

吉田(1968,1969)，吉村・吉田(1968）はさきにラッ

トに宮崎肺吸虫のメタセルカリアを１コから60コにいた

る種々の数を経口投与した場合の感染状況についてその

概略を報告したが，本篇においては更に例数を増し詳細

に検討するとともにハムスター，モルモット，マウス等

における感染状況についても仔細に比較し興味ある成績

がえられた．本研究の目的は１つにはこれら各種宿主動

物への実験的感染を通じて本種肺吸虫の宿主特異性，も

しくは宿主動物の親和性の差異を明らかにし，その好適

宿主を明らかにすることにある．また１つには宮崎肺吸

虫のこのような宿主特異性が他種肺吸虫，例えばウエス

テルマン肺吸虫，大平肺吸虫のそれらといかなる差異が

みとめられるかを知ることにより，逆に本種肺吸虫の特

性を生物学的立場から明らかにしていくことにある．い

まここに前述したラットをはじめとする各種宿主動物へ

の感染実験の成績を総括して少しく考察を加えたい．

１．ラットへの感染実験について

１）宮崎肺吸虫の単数寄生について

肺吸虫の単数寄生は肺吸虫の生物学的差異という点か

ら興味があるばかりでなく，肺吸虫の種の特異'性を考察

（８１）
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するうえにもきわめて興味ある課題である．肺吸虫の単

数寄生に関してはさきに横川ら（1956,1960,1961）は

ウエステルマン肺吸虫の好適宿主と考えられるイヌにお

いてさえ感染してから143～223日という長期間を経て

もなお未成熟であったこと，ならびに左右の肺臓に虫体

が移動して病変をひき起すことが虫襄形成は全く認めら

れず，肺臓に虫襄を形成するのには２虫またはそれ以上

の虫体の寄生を必要とするであろうと述べている．とこ

ろが大平肺吸虫の単数寄生に関しては横川ら（1958）

はラット１コのメタセルカリア投与後31日以上経過の虫

体は成熟していたことを明らかにするとともに，ウエス

テルマン肺吸虫と同様に虫体は幼若のまま左右の胸腔内

をさまようが虫襄を形成しないと報告している．小形大

平肺吸虫に関しては冨村ら（1958）は，小形大平肺吸虫

は１虫寄生の場合はラット体内で成熟はするが，虫襄の

形成は認められなかったと述べている．

さきに著者ら(吉村・吉田，1968)は宮崎肺吸虫の単数

寄生について報告したが，その後著者は更に例数を追加

して詳細な検討を加えた．その結果は65匹中29匹（44.6

％）に単数寄生が認められたが，肺臓に虫嚢の形成され

たものは１例もなかった．なおこれらの29匹の感染例で

は，いずれも左右の肺臓に出血斑，肋膜の肥厚，癒着が

著明で，多数の虫卵を含んだ苔が，肺臓，横隔膜，縦隔

洞の肋膜面に附着しており，成熟虫体が縦隔洞を介して

左右胸腔内を移動していたことを推察せしめた．以上の

所見から宮崎肺吸虫の場合もラット以上の肺臓に虫嚢を

形成するためには２虫以上の虫体の寄生を必要とするも

のと考えられる．

ラットでの宮崎肺吸虫の単数寄生の成立頻度は446％

で，これは横川ら(1958)の大平肺吸虫のラットへの単数

寄生の成立頻度47.5％と同様きわめて高率であり，また

単数寄生の場合でもラットでの成熟期間は70日前後でこ

れは多数寄生の場合と著しい差異は認められなかった．

以上の点からみるとラットは大平肺吸虫と同様に宮崎肺

吸虫に対しても好適宿主であろうと言えそうである．

２）投与メタセルカリア数と検出虫体数，検出虫襄数

との関係について

本実験ではラット１匹当り１コ，２コ，３コ，５コ，

10コ，１５コ，２０コ，３０コ，４０コ，５０コ，６０コずつのメタ

セルカリアを投与し，検出虫体数，肺臓における検出虫

嚢数，肺臓以外における虫嚢の形成状況などを比較し

た．その結果虫体回収率は最低23.9％，最高41.5％で多

少のばらつきはあるが，投与メタセルカリア数３コ以上

の群ではその虫体回収率に著しい差は認められなかつ

た．ラット１匹当りの肺臓における虫雲形成数をみる

と，メタセルカリア投与数の増加と共に多少虫襄形成数

も増加しているが，メタセルカリア投与数の増加には必

ずしも比例していない．このことは限られた容積の肺臓

に虫嚢が形成される以上当然のことと考えられるが，こ

の点を更に明らかにするために投与メタセルカリア数に

対する肺臓の虫雲形成率を出してみた．その結果はメタ

セルカリア２コ投与群では6.3％，３コ投与群では９．７

９６，５コ投与群では139％，１０コ投与群では12.6％，１５

コ投与群では13.3％，２０コ投与群では12.7％，３０コ投与

群では10.3％，４０コ投与群では9.096,50コ投与群では

8.3％，６０コ投与群では6.9％で，メタセルカリア５コ～

20コずつ投与の場合，肺臓の虫襄形成率は12.6～13.9％

で，メタセルカリア投与数がそれ以下でも，以上でも肺

臓における虫簔形成率は低下することが明らかにされ

た．この点からラットへの宮崎肺吸虫メタセルカリアの

最適投与数は実験の`性格にもよるが，メタセルカリアを

有効に用いるためには15コ～20コと言えそうである．

なお肺臓内における虫雲形成部位についてみると，総

計144匹のラットへ２コないし60コのメタセルカリアを

投与した結果９４日以内に検出された肺臓の虫雲総数は

241コで，そのうち右肺に１４６コ（60.6％)，その内訳は

右肺上葉に15コ（6.2％)，右肺中葉に41コ(17.0％）右

肺下葉に90コ（37.3％）であり，左肺に95コ（39.4％）

で，右肺に多く認められた．多田（1969）も宮崎肺吸虫

感染ラットについて調べた結果，右肺67.6％，左肺32.4

％であったと報告している．横川ら（1959）はウエステ

ルマン肺吸虫でも右肺に多とし，人の場合でも横川・吉

村（1960）は右肺に圧倒的に多くの虫雲が見られたこと

を指摘している．この理由については明らかでないがお

そらく左右両肺の位置的構造差異によるものと想像され

る．

投与メタセルカリア数が多くなると肺臓に形成される

虫襄形成率は減少する傾向があることは先述の如く明ら

かとなったが，虫体回収率の減少は認められなかった．

この点を明らかにするためには各群の虫体回収率を肺臓

の虫裏内虫体，胸腔出および腹腔内遊離の虫体，肝臓，

横隔膜，縦隔洞等に形成された虫襄内寄生虫体の３つの

寄生部位別にわけ，各々の検出部位で見出された虫体数

の割合を求めてみた．その結果はＴａｂｌｅ６に示したよ

うに，肺臓の虫嚢内虫体が総検出虫体中で占める割合は

メタセルカリア２コ，３コ，５コ，１０コ，１５コ，２０コ，

３０コ，４０コ，５０コ，６０コ投与の各群においてそれぞれ

33.3％，４５．０％，７８．４％，７７．０％，８４．９％，83.9％，

（８２）
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Table6Recoveryratesofthewormsfromratsinfectedwithvarious

dosesofmetacercariaeofPtJ7ago"/""ｚｓ〃z/､)ﾉα二αﾊﾉﾉ
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●
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】
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１
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75.996,69.696,62.2％，５６．４％となった．また胸腔

内，腹腔内遊離の虫体が検出虫体中で占める割合は，投

与メタセルカリア数１コ，２コ，３コ，５コ，１０コ，１５

コ，２０コ，３０コ，４０コ，５０コ，６０コの各群においてそれ

ぞれ100.096,66.7％，55.0％，21.6％，19.7％，12.8

96,13.896,20.396,23.2％，28.9％，29.7％となり，

15コ～20コ投与群で胸腔内，腹腔内遊離の虫体が検出虫

体中に占める割合が最小を示している．このことは前述

したメタセルカリア最適投与数を15コ～20コしたことを

うらづけるものである．なおメタセルカリア１コ～３コ

投与群において胸腔内遊離の虫体が回収虫体中で占める

割合が極度に多いのはｌ虫のみの寄生では虫雲の形成が

不可能であるということに関連している．つぎに肝臓，

横隔膜，縦隔洞等に異所寄生した虫体が検出虫体中に占

める割合は投与メタセルカリア数10コ，１５コ，２０コ，３０

コ，４０コ，５０コ，６０コの各群においてそれぞれ3.3％，

2.396,2.396,3.8％，７．１％，８．９％，13.9％であり，

投与メタセルカリア数が多くなるに従い，異所寄生虫体

が検出虫体中に占める割合は増加する傾向にあることが

明らかにされた．以上の成績を綜合すると投与メタセル

カリア数が20コ以上の多数になるに従い，検出虫体中に

おいて肺臓の虫襄内虫体が占める割合に減少し，逆に胸

腔内，腹腔内遊離の虫体，および肝臓,横隔膜，縦隔洞等

における異所寄生の虫体の占める割合は増加する傾向が

見出された．この傾向はおそらく宿主・寄生体関係にお

いて両者が共存していくには肺臓に形成されうる虫襄の

容積には限度があるので，虫体が肺臓以外のどこかに虫

嚢を形成する場を求めて胸腔内，腹腔内を移動し，それ

らの虫体の一部が肝臓，横隔膜，縦隔洞等に異所寄生を

するものと考えられる．

次に肺臓の虫襄内の虫体数について考察してみる．虫

襄内容が壊死物質のみの虫襄をのぞいて投与メタセルカ

リア数３コ～60コの各群において肺臓の１虫襄内に虫体

が１～２虫寄生している虫襄と３虫以上（最高５虫）寄

生している虫嚢の割合を求めてみると次のようになる．

肺臓の有虫'性虫襄のうち，肺臓の１虫雲内に虫体が１～

２虫寄生している虫襄が占める割合は投与メタセルカリ

ア数３コ，５コ，１０コ，１５コ，２０コ，３０コ，４０コ，５０

コ，６０コの各群においてそれぞれ100.0％，９３．３％，

96.3％，92.3％，８５．７％，９３．３％，７６．５％，８０．８％，

69.6％であり，肺臓の有虫性虫雲のうち肺臓の１虫襄内

に虫体が３虫以上寄生している虫雲が占める割合は各群

Ｔａｂｌｅ７Ａｎａｌｙｓｉｓｏｆｔｈｅｗｏｒｍｃｙｓｔｓａｃｃｏｒｄｉｎｇ

ｔｏｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｗｏｒｍｓｐａｒａsitizedinacyst

inratsexperimentallyinfectedwithmeta‐
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3～５ｗｏｒｍｓ

Ｕ／
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以外の場を求めて肝臓，横隔膜，縦隔洞等に虫襄を形

成したものと考えられる．また横川(1961),横川ら(1964

a，ｂ）が明らかにしたように宮崎肺吸虫では終宿主体内

においてその脱襄幼虫は腸管壁を穿通し腹腔内に出た

後，いったん肝臓に穿入する時期があるという本種特有

の終宿主体内経路とも密接な関係があると推察される．

４）虫体の発育状況について

宮崎肺吸虫は単数寄生の場合でも性的成熟に達するの

で，ここで発育状況というのは虫体の大きさを意味して

いる．

まずメタセルカリア投与数別による肺臓の虫嚢内虫体

を比較してみると，メタセルカリア投与数２コ～10コの

少数投与群のラットの肺臓の虫簑内寄生虫体の大きさは

平均７．１×２９ｍｍ・メタセルカリア投与数30コ～60コの

多数投与群のそれは平均６．２×2.5ｍｍで多数投与の場

合はやや小さかった．また多数投与のうちでも１虫襄内

に３虫以上寄生していた場合では，その虫体の大きさは

平均５．４×２．３ｍｍで更に発育が悪かった．

次に胸腔内遊離虫体の場合をみると，これらの虫体で

も投与メタセルカリア数２コ～10コの少数投与群のラッ

トの胸腔内遊離虫体の大きさは平均６．３×２．６ｍｍで，

投与メタセルカリア数30コ～60コの多数投与群のそれは

平均５．８×２．５ｍｍで，やはり投与メタセルカリア数が

多いほど発育が悪い傾向がみられた．このような現象は

一種のcrowdingeHectとも考えられる．この点に関

し，察（1966）は肝吸虫について実験し，ラットにおい

て肝吸虫が多数寄生の場合と少数寄生の場合とでは，肝

においてそれぞれ０．０％，６．７％，3.796,7.7％，１４．３

％，6.1％，23.5％，19.296,30.4％である．すなわち

投与メタセルカリア数が40コ以上の場合，３虫以上寄生

の虫襄が著しく境加する傾向が見出された（Tabel7)．

このこともまた投与メタセルカリア数の増加に従い，投

与メタセルカリア数に対する肺臓の形成される虫嚢の割

合は減少するのに，虫体回収率は減少せずほぼ一定の値

を保ち続ける一因と考えられる．

３）異所寄生の発生について

宮崎肺吸虫の異所寄生の発生についてはさきに川島ら

(1966b）は多数の宮崎肺吸虫のメタセルカリアを感染さ

せたラットの肝臓，腎臓，腹膜，初鹿ら(1968)は肝臓，

胆嚢にそれぞれ虫嚢が認められたことを報告している．

本実験においてはＴａｂｌｅ８に示したようにメタセル

カリア10コ～60コ投与の各群において，肝臓，縦隔洞，

横隔膜に虫嚢が形成され，内に成熟虫体の寄生が認めら

れた．とくにメタセルカリア50コおよび60コ投与群にお

いて異所寄生の発生が著明であった．

肝臓の虫嚢の組織学的所見は厚い線維性の結合組織で

囲まれた虫襄内に空洞が形成され，そこに虫卵を含んだ

壊死物質とともに虫体が見出され，虫襄壁の厚い肉芽組

織には好中球，組織球，形質細胞また少数の好酸球侵潤

が加わり，毛細血管の新生も見られた．虫褒に圧迫され

た肝実質は一部萎縮像を示していた．

以上のように投与メタセルカリア数が多くなるに従っ

て肺臓以外，すなわち肝臓，横隔膜，縦隔洞等に虫嚢を

形成する割合が多くなるのは，前述した如く虫体が肺臓

■

Table8Heterotopicparasitismintheliver，diaphragm，andmediastinumofrats

experimentallyinfectedwithmetacercariaeofBzγαｇｏ"/"z"ｓ〃zzJﾉａｚａＡ〃
●

ＬｏｃａｌｉｔｙａｎｄＮＱｏｆｗｏｒｍｃｙｓｔｓＮｏ．of

ratswith

heterotopic
parasitis、

（％）

０（0.0）

０（0.0）

０（0.0）

０（0.0）

１（4.3）

１（4.5）

１（6.7）

１（9.1）

１(20.0）

３(42.9）

４(66.7）

Ｎｏ．ｏｆｍｅｔａ‐

ｃｅｒｃａｒｌａｅ

ｇｉｖｅｎｔｏ
ｅａｃｈｒａｔ

Tota］Ｎｏ．

ｏｆｒａｔｓ

ｅｘａｍｉｎｅｄ

Ｄａｙｓｆｒｏｍ
ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ

ｔｏａｕｔｏｐｓｙ

Liver Diaphragm Ｍｅｄｉａｓｔｉｎｕｍ

ＮｑｏｆＮｏ・ｏｆ
ｗｏｒＩｎｓ

ｃｙｓｔｓ ｒｅｃｏｖｅｒｅｄ

Ｎｏ．ｏｆＮｑｏｆ
ｖｖｏｒｎｌｓ

ｃｙｓｔｓ ｒｅｃｏｖｅｒｅｄ

Ｎｏ．ｏｆ

ｖｖｏｒｌｎｓ

ｒｅｃｏｖｅｒｅｄ

Ｎｏ．ｏｆ

ｃｙｓｔｓ

５
８
４
３
３
２
５
１
５
７
６

６
２
２
２
２
１
１

４
１
１
１
４
２
４
４
７
０
０

０
８
８
８
９
９
９
９
８
９
９

１一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

０
６
６
６
７
２
５
２
５
６
０

７
６
６
６
６
７
６
６
６
６
６

１
２
３
５
０
５
０
０
０
０
０

１
１
２
３
４
５
６

１
１

リ
］
ｏ
］

`）１

２

２

５(1)＊
５

３
４
８
０
１ 川
丑

＊、
】

ｒ
ｌ

ｏ
】

＊Ｎｏｗｏｒｍｗａｓｆｏｕｎｄｂｕｔｅｇｇｓｐｒｅｓｅｎｔｅｄ，Wormsrecoveredincystswereallmatured．

（８４）
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吸虫の体長及び体巾に差が認められたと報告している．

またメタセルカリア５コ投与後３７３日の胸腔内遊離虫

体は７．０×３．１ｍｍで，メタセルカリア２コ～10コ投与

群の肺臓の虫襄内虫体とほぼ同じ程度の大きさまで発育

している．このことから遊離虫体でもただ発育が遅延す

るのみで長期間後には一定の発育をとげるものと考えら

れる．

また肝臓の虫嚢内虫体の大きさは平均７．６×３．１ｍｍ

で，肺臓の虫襄内虫体よりむしろ大きかった．これは初

鹿ら（1968）が肝臓の虫雲内寄生の虫体は肺臓の虫襄内

寄生虫体より大きかったという結果をえているのと一致

しており興味ある所見である．

２．ハムスターへの感染実験について

宮崎肺吸虫のハムスター感染実験はいまだなされてお

らず著者の今回の実験が最初である．総計33匹のハムス

ターのうち１９匹がメタセルカリア投与後３５日以内に死

亡したが，これらのハムスターからはすべて幼弱な虫体

が胸腔または腹腔から見出された．これに対して63日以

上生き残ったハムスターからは虫体はｌ虫も見出されな

かった．ハムスターが宮崎肺吸虫の感染に対してラット

と著しく異なる点は感染したハムスターは早期に死亡す

るということであるが，これら感染初期に死亡したハム

スターの剖検所見では幼弱虫体の寄生にもかかわらず肺

臓の病変が著しく，死因は急性の肺炎，肋膜炎と推定さ

たことから考えると，ハムスターは宮崎肺吸虫に対して

好適な宿主と言えない．

３．モルモットへの感染実験について

宮崎肺吸虫のメタセルカリアをモルモットに投与する

感染実験は初鹿（1967）が試みたが虫体の寄生は認めら

れなかったと述べている．著者は５匹のモルモットに１５

コ～50コのメタセルカリアを投与後46日～123日に剖検

したところ，内４匹のモルモットより総計１３虫の胸腔

内，腹腔内遊離虫体を検出し得た．しかし肺臓における

Table9ComDarisonoftheresultso

虫嚢の形成はいずれのモルモットにも見出されていな

い．またこれらの回収虫体はいずれも未成熟な虫体ばか

りで,123日経過の虫体でも子宮内に虫卵はまったく形成

されていなかった．以上の結果からモルモットでは宮崎

肺吸虫は成熟し得ないものと考えられ，この意味からモ

ルモットは宮崎肺吸虫の好適宿主ではないと言えよう．

４．マウスへの感染実験について

宮崎肺吸虫のマウスへの感染実験に関しては初鹿ら

(1962)，初鹿（1967）はマウスには宮崎肺吸虫の感染は

認められなかったと報告している．著者は32匹のマウス

に５コ～15コのメタセルカリアを投与したところ，１４匹

のマウスの胸腔内および腹腔内より幼若虫体19虫を見出

した．しかしこれらの回収虫体のカルミン染色標本を鏡

検すると，１２８日経過の虫体でも卵巣，子宮の発育は極

めて末分化の状態であった．またこの他８匹のマウスに

メタセルカリア５コずつ投与後228日に８匹中１匹のマ

ウスの胸腔内より見出された１虫の発育状態も極めて不

良で，生殖器官はいぜんとして末分化の状態であった．

以上の所見からマウスは宮崎肺吸虫の宿主としては好適

と言えない．

以上著者はラット，ハムスター，モルモット，マウス

などの実験小動物を用いて宮崎肺吸虫の感染実験を行な

ったが，それらの成績をまとめたのがＴａｂｌｅ９である．

同表及びＴａｂｌｅｌにより宮崎肺吸虫の終宿主動物への

親和性についてまとめてみたい．まず感染率からみると

ラットではメタセルカリア10コ投与群で91.3％，２０コ投

与群では100.0％，ハムスターでは57.696,モルモットで

は80.0％，マウスでは43.8％であった．また虫体回収率

からみるとラットでは27.4％，ハムスターでは15.3％，

モルモットでは9.0％，マウスでは7.6％となったが，

ラットをのぞいては，その他の動物はいずれも宮崎肺吸

虫は`性的に成熟し得なかった．なおハムスターでは幼若

虫体が肺臓または胸腔内へ移行する時期に胸水が貯溜

erimentalinfectioninvariousaniｍａｌｓＴａｂｌｅ９Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆexperimentalinfectioninvarious

withmetacercariaeofPm-ago"/ﾉ"〃ｓノ"２３ﾉα之αたが
●

Ｄｅｖｅｌｏｐ
ｍｅｎｔｏｆ

ｖｖｏｒｒｎｓ

ｒｅｃｏｖｅｒｅｄ

ｍａｔｕｒｅ

ｌｌｎｍａｔｕｒｅ

ｉｍｍａｔｕｒｅ

ＴｏｔａｌＮｑ

ｏｆｗｏｒｍ

ｃｙｓｔｓ
ｉｎｌｕｎｇ

TotalNo.・ofDaysfrom
metacercarlaeinfectioｎ
ｇｉｖｅｎｔｏｔｏａｕｔｏｐｓｙａｎｉｍａｌｓ

Ｎｏ．of

animals

infected

（ｿ6）

Ｒｅｃｏｖｅｒｙ
ｒａｔｅｏｆ

ｖｖｏｒｌｎｓ

（９６）

Ｎｏ．ｏｆ

ｌｎｅｔａｃｅｒｃａｒｌａｅ

ｇｉｖｅｎｔｏ
ｅａｃｈａｎｉｍａｌ

Ｔｏｔａｌ

ＡｎｉｍａｌｓＮｏ・ｏｆ
ａｎｉｍａｌｓ

ｅｘａｍｉｎｅｄ

TotalNQ

ofworms

recovered

150(71.8）

１９(57.6）

４(80.0）

241(20)＊

０

０

2７．４

１５．３

９．０

６０～１０４

２４～８４

４６～１２３

650

５１

１３

２，３６８

３３４

１４５

Ｒａｔ

Ｈａｍｓｔｅｒ

Ｇｕｉｎｅａ

Ｐｌｇ

Ｍｏｕｓｅ

209

３３

５

１～６０

３～２０

１５～５０

250５７～12814(43.8）０ 1９７．６ｉｍｍａｔｕｒｅ５～１５3２

＊Ｎｏｗｏｒｍｗａｓｆｏｕｎｄｂｕｔｅｇｇｓｐｒｅｓｅｎｔｅｄ．

（８５）

、
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が占める割合は減少するかわりに，胸腔内，腹腔内遊離

の虫体，および肝臓，横隔膜，縦隔洞等に虫襄を形成す

る異所寄生の虫体が占める割合が増加するためである．

６）検出虫体の発育状況は投与メタセルカリア数が多

くなると小形化し，発育状態も遅れるというcrowding

eHectが認められた．

７）宮崎肺吸虫はラット体内で最長３７３日間生存し，

胸腔内遊離の状態で成熟産卵していた．

８）ハムスターではメタセルカリア投与後１カ月前後

で肺炎，肋膜炎症状を呈して死亡してしまった．これ

ら死亡したハムスターからはすべて幼弱虫体が見出され

た．モルモットでは胸腔内，腹腔内遊離の未成熟虫体は

見出されたが，成熟虫体は見出されなかった．又，ハム

スターと異なり，死亡する例もなかった．

９）マウスでもモルモットと同様虫体の成熟は見られ

ず，228日虫体でもなお未成熟な状態であった．

稿を終るに臨み，終始御指導及び御校閲を賜わった恩

師横川宗雄教授に謹んで深謝の意を表しますとともに，

種々御教示仰いだ吉村裕之助教授に厚く感謝申しあげま

す．又様々の御助力を頂いた教室員各位に深く御礼申し

あげます．

尚本論文の要旨は昭和43年10月第28回日本寄生虫学会

東日本支部大会，及び昭和44年４月第38回日本寄生虫学

会大会で発表した。

し，肋膜が肺臓，胸壁，横隔膜，縦隔洞等に癒着し，肺

炎，肋膜炎症状をおこし，そのため宿主が早期に死亡す

ることが明らかにされたが，これはモルモット，マウス

などと著しく異なる点であった．ハムスターがモルモッ

ト，マウスなどに比べ，その幼弱虫体に対する病変が特

に著しい点は今後さらに検討してみる必要があろう．

また宿主別による異所寄生の部位および頻度などにつ

いても宿主特異性，臓器特異性の観点から検討する必要

があるが，それには肺吸虫の種類による差異をも考慮し

なければならない．たとえば各種肺吸虫の宿主体内移行

経路の差異に着目する必要があろう．多田（1969）も宮

崎肺吸虫は大平肺吸虫にくらべると肝臓に親和性が強い

と考えられると述べている．このように宿主特異性，臓

器特異`性の点で宮崎肺吸虫の他種肺吸虫との生物学的差

異を明らかになしえたことは非常に興味深い．

綜括

宮崎肺吸虫の宿主特異性を明らかにするために，各種

小動物ラット217匹，ハムスター33匹，モルモット５匹，

マウス40匹に種々の数の宮崎肺吸虫のメタセルカリアを

経口投与し，各種動物における感染状況（感染率，虫体

回収率，検出回収率，検出虫襄数と検出部位および検出

虫体の発育状況，宿主の病変等）を比較観察し下記の如

き結果が得られた．

１）ラットにメタセルカリア1コ投与による単数寄生

の例では，虫体は胸腔内を左右に移行し，成熟産卵し得

るが，肺臓に虫雲を形成し得ない．

２）ラットにメタセルカリアを１コ投与した場合の感

染率は４４．６％で，投与数の増加とともに感染率は上昇

し，２０コ以上投与の場合は感染率は１０００％となった．

３）ラットへの感染実験で投与メタセルカリア数と肺

臓における虫襄形成数との関係をみると，５コ～20コ投

与の場合が，投与メタセルカリア数に対する虫嚢形成率

は高く，メタセルカリア投与数がそれ以下でも，又それ

以上でも虫襄形成率は低下することが明らかにされた．

４）ラットでは肺臓の虫嚢数の右肺：左肺の比は６：

４で右肺に多くの虫雲が見出された．

５）投与メタセルカリア数に対して回収された虫体数

が占める割合(虫体回収率)は投与メタセルカリア数１コ

の場合は41.5％，２コの場合は37.5％，３コ～60コの範囲

内では23.9％～32.2％であり，投与メタセルカリア数が

３コ～60コの範囲では投与メタセルカリア数が増加して

も虫体回収率には著明な増減はみられない．これは投与

メタセルカリア数が増加するに従い，肺臓の虫雲内虫体
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metacercariaofZ，．〃ﾉﾉvaz(ｲ肋．Autopsied7()ａｎｄ７()daysafterinfectionrespectively・
Figs、３－４Themarkedretardationofthedevelopmentofwormsrecoveredfrommicesacrificed

６６and228daysafterinfectionrespectively
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metacercariaeofn〃".yα之α肋．
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i Abstract I

STUDIES ON EXPERIMETAL INFECTION WITH PARAGONIMUS

MIYAZAKII TO SMALL LABORATORY ANIMALS

Tetsuo YOSHIDA

{Department of Parasitology, School of Medicine,

Chiba University, Chiba, Japan)

The experimental infection with Paragonimus miyazakii to small laboratory animals was

designed to make clear the susceptibility, development of worms, and pathological lesions due

to the parasite.

217 rats, 33 hamsters, 5 guinea pigs, and 40 mice were experimentally infected with one to

60 metacercariae of Paragonimus miyazakii and autospsied during the period from 24 to 438

days after infection.

The results obtained were summarized as follows :

1) All the worms recovered from rats which were experimentally infected wTith a single

metacercaria were sexually matured during the period from 70 to 104 days after infection but no

worm cyst was observed in the lung.

2) The recovery rates of the worms from each group of rats infected with 1, 2, 3, 5, 10,

15, 20, 30, 40, 50, and 60 metacercariae were 41.5, 37.5, 27.8, 32.2, 26.5, 26.1, 29.0, 23.9, 28.0,

25.7, and 28.1% respectively.

3) The numbers of wormcyst in lung per rat of each group mentioned above were 0.0,

0.1, 0.3, 0.7, 1.3, 2.0, 2.5, 3.1, 3.6, 4.1 and 4.2 respectively.

4) The extrapulmonary involvements were found in the livers, diaphragm, and media

stinum as shown in Table 8. Four worm cysts harboring 2 alive worms eachand one cyst with

only necrotic mass containing eggs were found in the livers of 3 out of 7 rats infected with

50 metacercariae each. Five cysts in the livers, and 2 cysts in the diaphragm were found in 4

out of 6 rats infected with 60 metacercaiae each.

5) The measurement of the worms recovered from each group of rats was made, as

shown in Table 2. It was found that the size of the worms recovered from rats infected with

less than 10 metacercariae was larger than that of the worms recovered from rats infected with

more than 30 metacercariae. This fact might suggest the crowding effect of the worms in the

host.

6) The recovery rates of the worms from rats, hamsters, guinea pigs, and mice were

27.4, 15.3, 9.0, 7.6% respectively. However, all the worms recovered from hamsters, guinea

pigs, and mice were immature.

7) Most of the hamsters given each 3 to 20 metacercariae had died within 35 days after

infection. The immature worms were found in these hamsters, but no worm was found in the

survived hamsters at the time of autopsy. The pathologic lesions caused by the parasite were

characterized by acute pneumonic inflammation of the lung tissues.

From the results obtained in the present study, it was considered that the rat was the

most suitable host of Paragonimus miyazakii among the laboratory small animals.
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